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掘
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４
　
調
査
担
当
者
　
氏
家
敏
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

観
音
寺
遺
跡
は
吉
野
川
の
支
流
で
あ
る
鮎
喰
川
の
左
岸
、
標
高
約
六
ｍ
の
沖

積
地
上
に
立
地
す
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発
掘
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て
行
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わ
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府
推
定
域
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側
を
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流
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い
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自
然
流
路
内
を
中
心
と
し

て
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多
く
の
木
簡
や
木
製
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動

が
出
土
し
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い
る
。
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調
査
は
一
九
九
九
年
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阿
波
国
内
の
郡
名
を
列
記
し
た

木
簡
が
出
土
し
た
敷
地
遺
跡

（本
誌
第
二
二
号
）
と
二
〇
〇
〇
年
度
調
査
区
の

間
に
挟
ま
れ
た
地
点
で
あ
る
。
調
査
区
内
で
は
前
年
度
の
調
査
区
か
ら
の
続
き

と
み
ら
れ
る
自
然
流
路
が
検
出
さ
れ
た
。
流
路
は
北
西
方
向
に
流
れ
、
敷
地
遺

跡
で
検
出
さ
れ
た
館
跡
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
群
の
南
西
部
に
隣
接
す
る
。

幅
は
約
三
〇
ｍ
で
下
層
ょ
り
七
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
大

半
部
分
は
湿
地
状
に
変
化
し
、
上
層
で
の
川
幅
は
ニ
ー
四
ｍ
ほ
ど
に
狭
ま
る
。

木
簡
は
人
世
紀
の
遺
物
を
包
含
し
た
上
層
の
堆
積
中
か
ら
出
土
し
た
。
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遜
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平
面
形
状
は
長
方
形
で
、
上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
下
部
は
折
損

に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
。
内
容
は
三
間

（美
馬
）
郡
の
郡
名
を
習
書
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
美
馬
郡
は
天
武
朝
以
前
に
立
評
さ
れ
た
こ
と
が
、
飛
鳥
池

遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（本
誌
第
二
一
号
）。
本
木

簡
は
飛
鳥
池
遺
跡
の
例
と
同
様
の
表
記
方
法
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
阿
波

国
域
内
で
三
間

（美
馬
）
郡
関
連
の
記
載
を
も
つ
木
簡
と
し
て
は
初
出
の
も
の

で
あ
る
。
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